
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 木  １ 土 休 日 

２ 金  ２ 日 休 日 

３ 土  ３ 月 憲法記念日 

４ 日  ４ 火 みどりの日 

５ 月  ５ 水 こどもの日 

６ 火 始業式 ６ 木  

７ 水  ７ 金  

８ 木 
入学式準備 15：30 下校

（アフタースクールなし） 
８ 土 

 

９ 金 入学式（2～6年休み） ９ 日  

10 土 登校方面顔合わせ 10 月 委員会活動 

11 日  11 火  

12 月 委員会活動 12 水 体力テスト、内科検診 

13 火  13 木 歯科検診 

14 水 実力テスト 6年 14 金  

15 木 身体計測 15 土  

16 金 フレンドシップフェスタ 16 日  

17 土  17 月  

18 日  18 火 お弁当の日 

19 月  19 水  

20 火  20 木 心臓検診（1年） 

21 水  21 金  

22 木  22 土  

23 金 大掃除 23 日  

24 土 参観、懇談、総会 24 月  

25 日  25 火 眼科検診 

26 月 避難訓練 26 水  

27 火 お弁当の日 27 木 創立記念日 

28 水  28 金 全国学力テスト6年 

29 木 昭和の日 29 土  

30 金 休日 30 日  

   31 月  

 

理事長 麻生 維美 算数専科 隅 くるみ 

学園長 麻生 隆史 理科専科 薄 康之 

副学園長 麻生 尚寛 社会専科 野田 敏孝 

理 事 砥上 五郎 

英語専科 

市野 裕美子 

校 長 水上 雅義 デール 

教 頭 出田 周文 アルフレッド 

1年１組担任 松雪 智子 １年ｱｼｽﾀﾝﾄﾃｨｰﾁｬｰ 黒田 千鶴 

2年１組担任 有冨 史恵 2年ｱｼｽﾀﾝﾄﾃｨｰﾁｬｰ 福田 康子 

3年１組担任 藤嶋 耕三 3年ｱｼｽﾀﾝﾄﾃｨｰﾁｬｰ 堤 妙子 

4年１組担任 笹渕 隆志 養 護 川崎 三佳 

5年１組担任 竹本 浩樹 司 書 江上 葉子 

6年１組担任 髙田 圭 事務長 溝上 佳央 

国語専科 
福丸 美紀 事 務 納村 由佳 

白水 佳世子 校 務 黒木 純市 

算数専科 田中 賢   

 

令和3年度 職員紹介 

【フレンドシップフェスタのお知らせ】 

（期 日）4月 16 日（金） 

（目的地）五郎山公園 

（服 装）体操服、赤白帽子 

  ※ 登校は、制服と体操服どちらでも構いません。 

（準 備）弁当、水筒、敷物、おやつ（330 円以内）、 

タオル、ティッシュ、おしぼり、レジ袋 

（下 校）14時一斉下校（ｱﾌﾀｰｽｸｰﾙなし） 

雨天時は、校内遠足とし、全学年 12：20一斉下

校（ｱﾌﾀｰｽｸｰﾙなし）となります。 

 

【学習参観・学級懇談会・保護者総会のお知らせ】 

（期日）4月２4日（土） 

（時間）学習参観   9：20～10：05（各教室） 

    学級懇談会  10：15～11：00（各教室） 

    保護者総会  11：15～12：00（体育館） 

    下   校 全学年 12：10 発 

 ※ 児童は、保護者総会の時間に教室でランチをとります。 

 ※ 各クラスの授業内容は、学級通信でそれぞれお知らせし

ますので、そちらをご確認ください。 

 ※ 必ず家で検温しご来校いただき、マスク着用 

   でご参加ください。 

 

 

 令和３年度がスタートしました。本年度も「至心」の精神のもと、子ども達をしっかり

育てていきたいと思っています。子ども達には、「至心」の精神を「心を精一杯に働かせる

こと」ととらえさせ、その対象を“自分”と“他者”から考えるように話をしています。 

 “自分”に対して「心を精一杯に働かせる」ことは「自分の力をしっかり高めていこう」

ということにつながり、特に「高い学力」の育成を目指します。 

 “他者”に対して「心を精一杯に働かせる」ことは「まわりの人のことを考えよう」と

いうことにつながり、特に「豊かな情操」の育成を目指します。 

 この両面から「至心」の精神をとらえ、「進学小学校」として充実した教育活動を展開し

たいと考えます。 

 さて、６日（火）の始業式の中で、中国に伝わる「共命鳥（ぐみょうちょう）」

というお話をしました。 

 共命鳥は、一つの体に二つの頭があるという鳥です。二つ 

の頭は考えることも食べ物の好みも違っています。一方が眠 

いのに片方は遊びたいとか、一方は山の実を食べたいのに片 

方は河の魚が食べたいなど、お互いに相手のことを考えずに 

勝手なことばかりしようとするので、けんかが絶えませんで 

した。とうとう一方は他方を亡ぼそうと企み、そちらに毒の実を食べさせること

に成功しました。ところが、企みがうまくいったと思った一方も、自分の体にま

で毒が回って死んでしまいました。 

 という話です。このことを学校生活に当てはめて考えてみました。教室では、

一人一人好みや考えが違うたくさんの友だちが一緒に生活しています。しかし、

中には、そうした友だちのことを考えずに、自分勝手な振る舞いをしてしまいが

ちな子もいるようです。例えば、授業中に好きなように話をしたり、つまらなく

なると友達に話しかけたり・・・。こうした子は「自分の力を高める」ことも「ま

わりの人のことを考える」ことも疎かにした「至心」の精神に反する姿になって

いると言わざるを得ません。その結果、まわりの友達が嫌な思いをして、共命鳥

でいえば、体に該当する「教室」の雰囲気がとても悪くなり、自ずと自分も苦し

い思いになっていきます。一人一人が自分の力を高めるために集中し，まわりの

人のことを考えた行いができると、教室の雰囲気がぐっとよくなることでしょ

う。そして、皆が一段と力を高めることができ、他者を思う温かな心もいっそう

膨らんでいくことと思います。学級や学校全体でこうした「至心」の精神に基づ

いた雰囲気を整えていける一年にしたいと思っています。  

 

共命鳥
ぐ みょう ちょう

「至心」の精神と「共命鳥（ぐみょうちょう）」 
 


